熱帯 医学 第 23 巻 第 4 号 213 一 216 頁 , 1981 年 12 月 


213 


アリ ガタ バチ Sclerodermaus Sp. に よる 整 症 例 
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A Case of the Sting of a Parasitic Wasp, Sclerodermus sp. (Hymenoptera: Bethyjdae) 
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Susumu TANAKA (Tanaka Dermatological and Urinological Clinic, Nagasaki) 


Abstract: A 74 year old man was stung by females of a parasitic wasp, Sclerodermus sp. 


in middle May, 1981. This patient was injured on the whole body except upper Darts 


from neck in the night. It was found that this wasp lived in the larvae of longicorn 


beetle, Palaeocallidium rufibenne which were under the bark of Japanese cedar used as 


firewood to heat the bath. 
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緒 言 

クロ アリ ガタ バチ Sclerodermus nipponicus 
YUASA は シバ ン ム ンジ や カミ キリ ムン な どの 甲虫 の 
幼 上 また は 暴 に 寄生 する 寄生 蜂 の 1 種 で ある が , 
時 と し て 大 発生 し , 人 を 刺し て 皮膚 人 や 眼 障 害 を 起 
こす こと が 知ら れ て いる (湯浅 ・ 尾 上 , 1930 : 植 
村 , 1935 : Asahina, 1953 : 川島 , 1953 : 有賀 , 
1959 : 伊藤 ・ 下 等, 1962 : 立川 , 1980 a, b) . し 
か し , その 報告 は 少な く , 九州 地方 で は 1 例 し か な 
0 


著者 ら は 最近 クロ アリ ガタ バチ に よく 似 た アリ ガ 
タバ チ の 1 種 Sclerodermus sp. に よる 慈 症 例 に 唱 
遇 し た の で 報告 する . 


症 例 


患者 : 74 才 , 男 , 農業 ; 住所 , 長崎 県 西彼杵 郡 西 
彼杵 町 風早 . 初診 : 昭 和 36 年 5 月 12 日 . 家族 麻 及 び 
既往 歴 。 特記 すべ きこ と な し . 

現 病 策 : 初診 1 週間 前 か ら 夜 に な る と どこ か ら と 
も な く 屋 内 に は いっ て くる アリ の 様 な 虫 に 刺さ れ た だ 
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と いう 、 天 井 か ら 落 ち て くる も の も あり , 畳 を は っ 
て くる も の も あり , また 夜 肌 に は いっ て いる も の あ 
り で , 刺さ れる と 痛み が 激しく , 夜 毎 に 虫 は 増え る 
一 方 で 刺さ れる 痛み に 耐え ふか ね て その 虫 を 捕え て 持 
参 し 受診 し た . 

初診 時 の 症状 : 皮疹 は 出 幹 か ら 四 肢 と に わたり 小 紅 
斑 と し て 散発 し て お り , それ ら 個 々 の 皮疹 の 中 心 に 
は 刺 整 口 が 認め られ る (Fig. 1). 


Fig. 1. Eruptions caused by sting ot 
Sclerodermus sp. on the apdomen 
of a 74 year old man. 


治療 並び に 経過 : 止 立 剤 と し て の 抗ヒスタミン剤 
の 内 服 と 。 ス テ ョ イド 潜 温 の 塗布 に よっ て 約 10 日 に 
て 治 拉 した. な お , 虫 は 掃き 集め て 焼却 し た が , そ 
の 後 自然 に 日 を 追っ て 減少 し て いっ た と いう . 

患 察 の 発生 源 の 調査 : 思考 が 初め て 受診 に 来 て か 
ら 7 日 後に , 長崎 県 西彼杵 郡 西 彼杵 町 風早 に ある 患 
者 の 家 に アリ ガタ バチ の 発生 源 を 明らか に する た め 
出向 いた . 患 察 は 海岸 より 約 1 km の 丘陵 地 に あり , 
10 年 位 前 に 建て られ た 24 坪 の 木造 平屋 建て で クロ ア 
リガ タバ チ の 発生 場所 と な る 杉 や 松 材 は 建材 と し て 
使用 さき され て いな い . この 家 に は , 6, 6, 4.5 及 び 
4.5 畳 の 4 部 屋 が あり , 建材 は 比較 的 新しい も の ば 
か り で あっ た . 屋内 を 精査 し た と ころ , 南 向き の 納 
戸 (90x50cm の サラ ン 製 ) の 敷居 に 約 50 個 体 の 死 
亡 し た 3mm 位 の 黒い アリ ガタ バチ を 発見 し た . 吊 
者 に よれ ば , これ ら の 貝 は 網戸 の と ころ に よく いる 


の で 繝 戸 に 毎日 殺虫 剤 を 散布 し た た めで ある と いう . 


これ ら の 結果 か ら 本 蜂 の 発 生 湖 は この 家 の /. 部 に 
ある と 考え , 家 の 周 囲 を 隅 な く 調 査 し た 結果 , 網戸 
か ら 約 2m 離れ た 軒下 に 外壁 に 接し て 積み 上 げ ら 
れ た 度 付 き の 杉 材 が 発生 源 で ある こと が 判明 し た 
(Fig. 2. この 艇 材 は 厚 さ 2 cm, 幅 20cm, 長 さ 30 


cm 位 の 長方形 の も の で , 風呂 沸 し 用 の 燃料 と し て 
使用 する た め 3 年 程 前 に 製材 所 より 買い 入れ た も の 
で ある . この 閑 か ら 10 枚 を 無 作 為 に 選ん で 抜き 出し 
アリ ガタ バチ 及び その 寄主 と 思わ れる カミ キリ ムン 
を 取り 出し た . カミ キリ ムン は 杉 の 皮下 に 近い 部 分 
で 計 3 個体 し か 採集 で き な か っ た . アリ ガタ バチ も 
同じ 部 分 に お いて 合計 40 個 体 採集 する こと が で き 
た . これ ら は 全部 生き て お り , 採集 時 に 刺し に きた 
も の も あっ た . また 本 虫 は すべ て 商 で ある こと が わ 
か っ た (Higs. 3, 4). 他 の 杉 材 等 に つい て も 調査 
し た が 全く アリ ガタ バチ は みつ か ら な か っ た の で , 
新 東 が この ハチ の 発生 源 で ある と 断定 し た . 著者 の 
1 人 で ある 立川 に より カミ キリ ムシ 及び アリ ガタ ベ 
チ は ヒメ スギ カミ キリ Palaeocallidium rufibenne 
MorscHULSKY 及び クロ アリ ガタ バチ 記 似 た アリ 
ガタ バチ の 1 種 Sclerodermus sp. と 同定 され た . 
また 同時 に 発見 され た ヒメ スギ カミ キリ は 本 蜂 の 寄 
主 と 考え られ た . 


Fig. 2. A pile of firewoods of Japanes 
cedar near the house. 


Fig. 3. Adult females of Sclerodermus SD. 
under the bark of firewood of 
Japanese Cedar. 


Fig. 4. Adult females of Sclerodermus sp 


今回 の 調査 は 患者 の 初診 日 か ら 7 日 後に 行なわ れ 
だ た も の で あり , この 時 点 で は ヒメ スギ カミ キリ 及び 
アリ ガタ バチ の 採集 数 が 少な か っ た の で , 本 蜂 の 発 
生 は 下 火 に な っ た と 判断 し , 新 束 を その まま 放置 し 
た が か が その後 刺 藩 き れ な か っ た . 


考 宗 


Asahina (1953) は 東京 都 大 塚 の 剖 中 学校 の 校舎 
(に クロ アリ ガタ バチ が 大 発生 し , 多く の 学生 が 授業 
中 に 刺さ れ て 集団 度 膚 炎 が 発生 し た こと を 報告 し 
た . ほほ 同様 の こと が 長崎 県 下 の 小 学校 で も み ら れ 
た (伊藤 ・ 下 金 , 1962) , これ ら は 昼 癌 に 刺 間 され 
た も の で , その 発生 源 は 教室 内 の 天井 裏 の 梁 に 使用 
され て いた マツ ザイ シン バン ムン Ernobius mollis L. 
また は ヒメ スギ カミ キリ Palaeocallidium rufibenne 
に 加害 され た 艇 材 で あっ た . 

し か し , 川島 (1959) が 経験 し た クロ アリ ガタ ベ 
チ に よる 3 例 の 眼 障害 患者 は すべ て 夜間 に 刺さ れ た 
も の で ある が , 発生 源 は 確認 され て いな い . 我々 の 
場合 も や は り 本 虫 に よる 刺 整 は 夜間 に 行なわ れ て お 
り , この 点 で は 川島 (1959) の 結果 と 一 致す る . す 
で に 述べ た よう に , 本 報 に 示し た アリ ガタ バチ の 発 
生 源 は 屋外 に 積み か さ ね られ た , ヒメ スギ カミ キリ 
の 食害 を 受け た 杉 材 の 茜 で あっ た . ここ か ら 発 生 し 
た 本 蜂 が 灯火 に 誘引 され て 患 家 内 に 侵入 し た も の と 
思わ れる . これ ら の 事実 か ら ク ロア リガ タバ チ 及び 
Sclerodermus sp. の 被害 時 刻 の 変動 は 発生 源 の お か 
れ て いる 環境 条件 や 患 家 と 発生 源 と の 距離 の 遠近 と 
関連 し て 起こ る よう に 思わ れる . 

この 調査 時 に は Sclerodermus sp. の 吊 家 内 へ の 
侵入 は ほとん ど な く な っ て いた の で , 発生 源 で ある 
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新 の 焼却 は 行なわ な か っ た . 本 虫 の 殺虫 剤 に よる 
除 に は , ダイ アジ ノン や ブフ ニュ ニトロ チオ ォ オン な どの 薬 
剤 を 散布 する と か な り の 層 除 効果 が ある と 思わ れる 
(伊藤 ・ 下 委 , 1962 : 立川 , 1980 b : 堀 , 1980) . 
岡田 (1960)0 も クロ アリ ガタ バチ に よく 似 た アリ 
ガタ バチ の 1 種 Sclerodermus sp. が 人 体 を 刺 弥 し 
た こと を 報告 し た . 

これ まで の 報告 に よれ ば Sclerodermus sp. は 2 
種 の カミ キリ ムン と 1 種 の タマ ムン の 幼虫 また は 時 
に 寄生 し , 年 4 回 世代 を 繰り 返す (井戸 , 1967 : 立 
放し.09808。 人 6) 。 あれ G 人 AN し て クノ ログ リク クス デザ 
グン パシ ムペ ツタ 和 人 し じ し め と ルル て の さき ギリ ペ ジ シ 
を 含む 計 8 種 の 甲虫 の 幼 遇 に 寄生 し て , 年 1 回 発 
生 す る と 推測 され て いる ( 東 ら , 1967 : 立川 , 1980 
a,b). 上 述 の 報告 か ら み る か ぎり クロ アリ ガタ 
チ と Sclerodermus sp. と は 寄主 尼 虫 ん 種類 数 や 発 
生 回 数 の 点 で 異 っ て いる よう に 思わ れ , 両者 は 別種 
で ある 疑い も ある . また 本 報 に 示し た Sclerodermus 
sp. が 岡田 (1960) の それ と 同一 種 で ある 可能 性 も 
ある . いずれ に せよ クロ アリ ガタ バチ 及び oelerc= 
dermus sp. の 種 の 問題 に つい て は 今後 の 詳細 な 人 研 
究 に 待た な けれ ば な ら な い . 

最近 に な っ て クロ アリ ガタ バチ と は 異な る シバ ン 
ムシ アリ ガタ バチ Cephalonomia gatlicola (AsH- 
MEAD) が 著者 の 1 エ 1 人, 立川 (立川 , 1980a, b) 
に よっ て 初め て 日 本 に も 産 す る こと が 報告 され た . 
本 虫 は 都市 の a ンク リー ト 住 宅 の 寺 を 食害 する タバ 
ュ コン バン ムン Lasioderma serricorne FABRICIUS 
に 寄生 する こと が 多く , 年 々 被害 発生 件 数 が 増加 し , 
その 分 布 城 の 拡大 の 傾向 が 著しく な っ て いる (島田 
ら , 1976 : 酒井 ・ 西 田 , 1978 : 山本 ら , 1979 : 伊藤 , 
1980 : 立川 , 1980a, b : 堀 , 1981 : 松浦 , 1981). 
し た が っ て 都市 化 の 進展 に 伴い , 本 種 の 衛生 害虫 と 
し て の 重要 性 は 益々 大 きく な り , 同時 に より 効果 的 
の 防除 法 の 確立 が 要求 きえ る で あろ る ろう. この た め に 
は 本 蜂 の み な ら ず , 寄主 尾 虫 の 々 バ コ シ バン ムン シン 等 
の 生理 生態 に つい て も 基礎 的 研究 の 集積 が 必要 で あ 
2 


摘 要 
クロ アリガタ バチ に よく 似 た Sclerodermus SD. 
に よる 導 症 例 た に 遭遇 し た . この 患 考 は 74 才 に な る 男 
性 で , 夜 問 に 本 貝 に 全身 を 刺さ れ て 皮膚 炎 を 起こ し 
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た だ た. この ハチ は 患 家 の 周囲 に 積み 重ね て あっ た 風呂 Paleocallidium rufibenne の 幼虫 に 寄生 し て いた こ 
た き 用 の 杉 の 茜 を 食害 し て いた ヒメ スギ カミ キリ と が あか っ 
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